	会議の結果

	件　　　名
	令和７年度田辺市社会教育委員会議　第５回定例会

	日　　　時
	令和８年１月26日（月曜日）10時00分～11時35分

	場　　　所
	田辺市役所　２階大会議室

	
	○社会教育委員
出席者11名：　尾崎委員、九鬼委員、久保委員、小山委員、砂野委員、中根委員、
西川委員、松場委員、宮本委員、森下委員、柳川委員
欠席者２名：　加藤委員、桐本委員
○事務局６名：　狼谷教育次長、那須生涯学習課長、大西生涯学習課参事、
谷本生涯学習推進係長、橘公民館係主事、小出生涯学習推進係主査



１．開会　教育次長挨拶

２．議長挨拶

３．説明事項・報告事項 　
（１）令和７年度二十歳を祝う式典の結果について
（２）第25回和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会について
（３）南方熊楠顕彰館行事予定について
以上の項目について、事務局より一括して説明及び報告を行った。

【質疑応答・主な意見等】
　　　副議長：今年度の対象者が573人で参加者が499人、出席率が87.1％。今年生まれた人が300人で同じ出席率とした場合、20年後の二十歳を祝う式典は261人と考えると恐ろしいなと改めて思った。

４．協議
（１）人材育成事業企画部会について
[bookmark: _Hlk104461142]資料に基づき事務局より説明を行い、協議の結果、資料に記載のとおりの方向性で進めていくこととした。

【質疑応答・主な意見等】
副議長：開催要項に申込方法の一つとしてＦＡＸという記載があるが、チラシにはその記載がない。ＦＡＸの需要があれば反映すべきと思うが、需要がなければそのままでよいと思う。
　　事務局：過去にはチラシの下部が申込用紙になっており、窓口での直接提出やＦＡＸで申し込む際に使える形式となっていたが、ここ数年はそうしたデザインとしておらず、実際の申込みにおいてもＦＡＸでの申込実績はなく、ほとんどが申込フォームか電話での申し込みとなっている。
議長：開催要項側の記載からＦＡＸを削除することとしたい。
Ａ委員：昨年度は確定申告の時期と重なり、来場者の動線が不規則だったように記憶している。今年も昨年度と同じ日程での実施なので、対応について考えておきたい。　
事務局：指摘のとおり、今回の実施においても確定申告の受付と重なることが想定される。参加者が来場するときは１階の出入口に加えて、３階の正面玄関からの出入りが可能だが、帰るタイミングでは、３階の正面玄関が閉鎖されているので、その点について閉会時のアナウンスと誘導人員配置により対応できればと考えている。
議長：会場配置に関して、机の有無については申込人数に合わせてということでよいか。
事務局：基本的な配置は昨年度と同様に考えている。定員程度の申し込みがあった場合には、机の配置が難しいが、例年並みの申込人数に留まった場合は机を配置できると考えている。メモの取りやすさを考慮すると机を配置するのが好ましいとは思うが、申込人数に合わせて検討したい。
議長：委員の座席は指定しなくてよいか。
Ｂ委員：受付や会場誘導を終えてから座るとなるとバラバラになってしまうので、できれば事前に座席指定して確保いただきたい。昨年度は委員席という形で用紙が置かれていたと思う。
事務局：昨年度のような形で、事務局席に近い箇所を確保させていただきたい。
Ｂ委員：アンケートの年代の選択肢について、５歳刻みになっているが10歳刻みで良いのではないか。また、70歳以降が一つの選択肢にまとめられているが、70代と80代ではできることに違いがあり、考えや聞ける話も違うと思うので10歳刻みで90代まで選択肢に含めていただきたい。
副議長：ここ数年、デザインにもこだわってチラシを作成しているが、自前で印刷するために業者印刷と比べて見劣りするのが気になっている。ネットプリントであれば、自前で印刷する経費と同程度で印刷できて、より高いクオリティのチラシが手に入るが発注できないのか。
　　事務局：一概に理由を説明するのは難しいが、原則として登録業者に発注する必要があること、見積書や納品書の発行、請求書による口座振替対応が可能かなど、公金からの支出には様々な制約があり、現状の認識としては難しいと考えている。
　　　議長：公民館職員研修に関して、委員の参加は任意ということでよいか。
　　事務局：講座翌日の職員研修については、任意参加で出欠連絡も不要と考えている。
Ｂ委員：先ほど、申込方法としてＦＡＸは不要という議論があったが、問合せ先についてはどうか。また、開催要項にあるように直通という表記や対応時間の記載があった方がより親切だと思う。チラシの問合せ先からＦＡＸ番号が削除されるのであれば、空いたスペースに直通表記や対応時間を記載することも可能だと思うので、検討いただきたい。
　事務局：今回のチラシに関しては、全体的な配置が固まっており、周知までのスケジュールもあまり余裕がないため、現状の表記で進めさせていただきたい。直通表記や対応時間の記載については、市が作成する他の広報資料も参考にしながら、次年度の取組の中で検討させていただきたい。
　　　　副議長：申し込みについては入力フォームがあるのでＦＡＸでの申込実績がなければどちらでもよいと思っているが、問い合わせに関しては電話を含めた口頭でのやりとりが難しいケースもあると思うので、ＦＡＸという手法はあった方がよいと考えている。

５．その他
　　　（１）第６回定例会の日程調整について
　　　　・第６回定例会については、３月26日（木）午前、又は27日（金）午後のどちらかで調整する旨、事務局から連絡した。

　　　（２）公民館のしあさって・プロジェクトからの情報共有について
　　　　・令和５年度に人材育成講座で講師を依頼した「公民館のしあさって・プロジェクト」の西山氏から東京ミッドタウン（東京都港区）で開催する企画展に係る情報共有があり、社会教育委員への周知依頼があった旨、事務局から連絡した。

６．閉会　副議長挨拶
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